
「平泉の文化遺産」世界遺産拡張登録に向けたガイダンス施設整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、「拡張登録に向けたガイダンス機能のあり方調査」を実施しており、ガイダンス施設の

「目指す姿」と「機能」を次のとおりとする予定。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)ガイダンス機能の現状と課題 

・「平泉の文化遺産」の世界遺産としての理念や価値及び学術情報を、総合的に国内外に情報発信

する機能が不足している。（イコモス等から指摘されている。） 

・柳之御所遺跡の 2000点を超える国重要文化財やカエル板絵等の貴重な出土品を、現地で展示・

収蔵する適切な施設がない。 

・児童・生徒の学習旅行を受け入れ、体験プログラムを提供する会場がない。 

(2)世界遺産拡張登録におけるガイダンス施設の必要性 

 ・世界遺産条約において、ガイダンス施設の設置と調査研究の推進が奨励されている。 

・前回の推薦書（2010 年）に位置づけている「ガイダンス施設」の整備を具体化する必要があ

る。 

(3)今後の取組 

 「平泉の文化遺産」の総合的な情報発信及び来訪者の管理機能を担うとともに、拡張登録を確

かなものとするため、平成 29年度にガイダンス施設の基本設計に着手し、計画的に整備に取り組

んでいく。 

 

(1) 場所 

岩手県立柳之御所史跡公園内（別紙「柳之御所遺跡史跡公園図面」参照） 

(2) 施設構造・規模 

４つの機能を具体化させるため、必要な構造及び規模を、他県の類似施設も参考にしながら設

定。整備にあたっては、拡張登録を目指す柳之御所遺跡の景観への影響も考慮する必要がある。 

・構造：鉄筋コンクリート造、地上１階建て一部地下階（耐火構造施設） 

・面積：検討中（敷地面積：7,954 ㎡） 

※あり方調査では、類似施設を参考に 2000 ㎡以下で検討している。 
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(3) 運営体制等について 

県が直接運営する直営方式と指定管理者へ委託する指定管理者方式を組合わせて、最も効率的

な運営形態となるよう検討を行う。 

運営方法 メリット デメリット 

直営 事業継続性・一元管理 高い人件費・サービス全般のノウハウが乏しい 

指定管理者 経費削減・サービスの質向上 収益重視によるサービスの質低下・事業の非継続性 

組合わせ 経費削減・事業継続性・サービスの質向上 複数の組織が運営に係るため十分な意見調整が必要 

(4) 平泉文化遺産センターとの機能分担について 

ガイダンス施設に、「平泉の文化遺産」の理念や価値の紹介と国重要文化財の展示機能を集約

し、平泉文化遺産センター（平泉町）では、町管理の史跡や郷土史紹介等を行うことを想定して

いる。 

 

 平成 29 年度から建物の基本設計及び展示内容の計画策定に着手し、早期のオープンを目指す。 

 なお、平泉遺跡群調査整備指導委員会の指導のもと、詳細な検討を行う。 
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・工事進捗状況の報告 

 

１ 取組の方向性 

２ ガイダンス施設の目指す姿 

３ ガイダンス施設の概要（案） 

４ スケジュール・今後の進め方 

「世界遺産『平泉』と世界をつなぐ文化拠点」 

 ●世界遺産「平泉」の持つ顕著な普遍的価値を、次世代に継承し“永く守る”  

 ●世界遺産「平泉」の活用をとおして、“新たな地域文化を創造する” 

ガイダンス施設の目指す姿 

●情報発信機能 

 ・顕著な普遍的価値の国内外への情

報発信 

 ・地域活性化に資する地域情報発信 

●体験・学習機能 

 ・歴史体験を通じて価値を体感する

場の提供 

 ・児童・生徒等の現地学習の総合 

案内 

 

●研究情報集積機能 

 ・発掘調査等の実施による新たな 

情報の集積 

 ・これまでの研究成果の集積 

●展示・保存機能 

 ・国重要文化財など貴重な出土品を

展示、収蔵 

 ・遺跡公園の活用及び世界遺産の保

存の意識醸成 

 

目指す姿を 

具体化するための 

４つの機能 
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展示工事 

展示 

計画 

基本設計・ 

実施設計 
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建物構成と展示イメージ（案）

展示室A＜世界遺産関連展示＞
ジオラマやマップを用いて世界遺産「平泉の文化
遺産」全体を紹介

展示室B＜柳之御所遺跡関連展示＞
出土品の展示を中心に「平泉の文化」の特に柳之御所
遺跡について紹介

市民ギャラリー／展示ギャラリー＜マルチユース＞
地域住民や団体の展示会や教育機関と連携した催し
のためのスペース

映像展示室＜映像＞
映像資料を用いて平泉の文化・歴史を幅広く紹介

展示空間のイメージ案

ア．ガイダンス施設予定地


